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研究成果の概要 

2022年度は本研究の中心である巨大ウイルスを用いた実験全般に関わる条件検討を行った。第

一段階として、巨大ウイルスの宿主となる Acanthamoeba castellaniiに対する外来遺伝子の導入を

行った。この技術については、いくつかの先行研究が存在する。2022年度はこれらの手法に倣

い、A. castelaniiにおいて外来遺伝子を安定的に発現する株の樹立を再現することに成功した。

一方、外来遺伝子の導入に続く課題として、本研究では巨大ウイルスのコーディング容量を決定

することを目指している。この課題について、当初は CRISPR-Cas9を使用する予定であった。しか

し、2022年に発表された他グループの論文によって、本研究で使用予定の一部の巨大ウイルスで

この手法が適用できないことが明らかになった（Bisio et al., 2023, Nat. Commun.）。そのため、当初

の目的を果たしうる新たな手法について検討した。この課題については、2023年度も継続して行

っている。また、本研究における第２の課題である可動性ゲノム因子を用いた巨大ウイルスのゲノム

改変については、第一段階として可動性ゲノム因子自体を改変する系の確立を試みた。その結

果、一部の可動性ゲノム因子について、改変につながる操作法の確立に成功した。 

 

 


